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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、博物館と公園との重複傾向を踏まえ、公園における博物館的機能の充実を図
ることを目的としている。博物館と公園の機能の相違を博物館的機能（収集、保存、調査
研究、展示、教育）及び公園的機能（レクリエーション、環境保全、景観形成、防災）の
観点から整理して、役割分担と連携について検討し、都市公園における博物館的機能導入
は「園内資源の保全と活用による、公園としての価値及びサービスの向上を通じた社会貢
献」であることを提示して具体的な展開手法案を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to enrich museum-like facilities in parks in view of the 
fact that parks and museums have been overlapping. After arranged and analyzed 
differences and common features among museum-like facilities and park-like facilities, 
we discussed about the division of roles and the cooperation between parks and 
museums. Then, we show museum-like facilities in urban parks are “the social 
contribution through increasing both value and service by conserving and practical 
using park resources on the site”. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の着想は、近年、博物館領域と公園
領域が空間的及び機能的に重なる傾向が顕
在化してきたことを背景としている。博物館
と公園は市民が健康で文化的な生活を送る
ために都市に不可欠な施設として位置付け
られ、世代を超えて受け継がれ、それぞれの

機能を担ってきた別個の施設である。しかし
ながら、近年では従来からの役割に加えて観
光振興やまちづくりなど地域活性化、環境教
育や体験学習、伝統文化継承、コミュニティ
形成などの場としての活用が図られるよう
になり、この傾向は今後も更に顕著になって
いくと予想される。一方で、博物館も公園も
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指定管理者制度の導入が進む中にあるため
管理運営の質の向上とその評価のあり方が
模索されており、それぞれの担うべき機能に
ついて議論がなされる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、博物館と公園との関連性を整理
し、補完と連携のあり方を追求することによ
って、公園における博物館的機能の充実を図
り、公園管理運営の現場で展開できる手法を
開発することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

本研究は、平成 20 年度から 22 年度の 3箇
年にわたり、以下の手順により行われた。 
(1) 博物館の公園化、及び公園における博物

館化の現状を文献調査及びヒアリング等
により把握、分類、整理。 

(2) 博物館及び公園の定義、概念、機能等に
ついて文献調査から整理。 

(3) 博物館･博物館類似施設等への公園領域
からの技術的提案･貢献の可能性を整理。 

(4) ヒアリング等による事例調査。 
(5) 以上により、博物館と公園との空間的･

機能的な関連性と問題点、課題を整理。 
(6) 博物館と公園の役割分担を明確化。 
(7) 特に都市公園における博物館的機能のあ

り方を、博物館との連携、管理運営方法
及び評価方法を含め検討。 

 
４．研究成果 
(1)博物館の公園化 
①博物館の公園化の現状 
 博物館の公園化とは、屋外緑地の空間的、
機能的付加、公園的名称の使用などが生じる
ことである。博物館の多様化の過程で、収集
展示対象の拡大、展示スタイルの変化による
野外博物館、民家園、生態園などの野外展示
空間の展開や、博物館の建物に付随する屋外
空間としての遊び場、散策路、広場等の充実
といった公園化のアプローチが見られる。 
 
②野外博物館に見る公園化 
野外博物館は、主要な展示物が屋外に点在

し、人々が園内を周遊しながら展示物を見学

する形をとる。博物館の一形態ではあるが、
非常に公園的な空間構成を持っている。野外
博物館の発展には、古民家を中心とする人文
系の野外博物館と並行して、自然系の野外博
物館の流れがある、両者には成立発展過程に
相違があるが、近年では展示対象の拡大等に
より融合しつつある。 
 我が国においては、野外博物館的施設とし
て解釈することのできる施設は数多いが、館
自体が野外博物館であることを公表してい
る館は多くない（2009 年 10 月時点で 15 館を
確認したにとどまる）。海外における代表的
な事例であるスカンセンとオランダ野外博
物館のヒアリング等現地調査からは、社会的
使命を明確に意識伝えること、動植物管理を
通じた貢献、学校団体の重視、国情によるボ
ランティアの考え方の違い、利用調査による
満足度の重視、などが明らかになった。 
 
(2)公園の博物館化 
①公園の博物館化の現状 
 公園の博物館化とは、公園における収集保
全、調査研究、展示教育といった博物館的機
能の導入のことである。公園内における展示
解説等を目的とした施設やルートの設置、解
説のためのパンフレット作成やプログラム
運用などが典型例である。自然公園、都市公
園、その他公園の種類によってやや異なるも
のの、博物館化は、公園の敷地内にどのよう
な自然的あるいは人文的に保存する価値の
ある資源、調査研究や展示解説の対象となり
うる資源が存在しているかによるところが
大きい。 
 
②国営公園における博物館化 
 一つの都府県の区域を超えるような広域
的見地、あるいは国家的な記念事業として、
または我が国固有の優れた文化的資産の保
存と活用を図るために設置される国営公園
は、多くの自然的・歴史文化的資源を有する。
展示施設の設置、古民家等の収集保存が行わ
れ、地域野生植物等の保全復元の取り組みも
ある。資源の保全と利活用の観点から、適切
な博物館的機能の展開が求められている。 
 
③公園の博物館化における課題 
1)博物館的機能面における問題点 
収集保全機能に関しては、近年、生物多様

性の観点から地域固有種等の生育空間とし
て公園は重要度を増している。しかし、園芸
品種を中心とした収集の歴史と技術はある
ものの、絶滅危惧種や地域固有種の収集と保
護育成技術は模索の段階で、今後の大きな課
題である。また、歴史文化的資源が公園化さ
れる場合、展示解説等博物館的な機能を担う
ことへの期待は大きいものの、公園空間とし
てレクリエーション機能の比重が大きくな

図１ 博物館領域と公園領域の重複(概念図) 



るため保存と利用のバランスが問題となる。
さらに、専門性を持つスタッフが不在では、
展示施設等のハード面が初期整備されても
ソフト面を支える体制が担保されない。 
展示解説機能については、近代的設備は設

置当初は目新しくても時代遅れとなったり、
メンテナンスが不十分な場合もある。公園の
資源は建物の中でバーチャルに疑似体験す
るものではなく、実際に足を運んで、季節や
気象状況も含めた屋外環境の中で接し感じ
られるものであり、この特徴を最大限に活か
すような展示解説が求められる。また、歴史
文化的な資源を復元している場合には、庭や
田畑など周辺環境の時代や状況設定の妥当
性について外部の専門家や他機関等の助け
を借りる必要がある。 
調査研究機能については、公園においては

最も弱い部分である。体制、予算がない状況
で他機関との連携等なしに自前の調査研究
体制を保持することは困難であろう。 
2)指定管理者制度面における問題点 
指定管理者制度の問題点についての指摘

は尐なくない。公園の博物館化においては特
に継続性と評価が問題である。 
継続性については、指定管理期間は 3年か

ら 5年程度の期間で設定されるため、例えば、
日本庭園の伝統的管理技術の継承が担保さ
れないなど人材育成ができない、長期間の観
察とケアを必要とする植物の育成管理がで
きない、調査研究が制約されるなどの問題が
ある。保存継承すべき無形の資源の価値を、
公園においても認識すべきであろう。 
 評価については、指定管理者制度の導入が
行財政改革と経費削減を至上命題とするた
め、確保すべき本来的機能とそのレベルに明
確なコンセンサスがなければ、コスト削減競
争のなかで管理運営レベルの劣悪化、近視眼
的な即効性のある企画の偏重につながる。機
能評価のあり方が検討される必要がある。 
3)課題解決の可能性 
 第一に、博物館的機能の導入の前提として、
その公園の使命を明確にすることである。そ
れによって、管理運営上のコンフリクトに対
する考え方と、評価におけるウェイトや優先
順位を判断する拠り所とできる。 
第二に、地域の他の機関（博物館や研究機

関等）との連携を進め、公園をフィールドと
した研究に広く門戸を開き、その成果を管理
運営に反映できる仕組みをつくることであ
る。また、博物館ボランティアとの連携によ
って、公園における博物館的機能導入をサポ
ートする体制を構築することができる。 
 
(3)第三の領域における博物館と公園の重複 
博物館の公園化でも、公園の博物館化でも

ない第三の範疇として考えられるのが、エコ
ミュージアム、フィールドミュージアム、ま

るごと博物館、などである。 
エコミュージアムとは、1960 年代後半にフ

ランスで生まれた、地域活動としての博物館
活動である。我が国では 1989 年に朝日町エ
コミュージアム研究会が発足して以降、各地
で様々に取り組まれているが、エコミュージ
アムと名付けられた事例の全てが本来の定
義を十分に反映させているわけではない。ま
るごと博物館も、エコミュージアム的な考え
方を基本としているが、定められた定義はな
い。フィールドミュージアムは、特定のフィ
ールドを博物館的なものとして位置づける
ことで何らかの効果を期待しているが、明確
な定義はなく、実態は様々である。この他、
農林水産省のプロジェクトである田園空間
博物館をはじめ、「博物館」「ミュージアム」
といった言葉を用いて空間をとらえてまち
づくりに活用しようというプロジェクトや
計画等が各地で出現している。 
 
(4)博物館と公園の重複による課題と可能性 
①重複による課題 
機能拡大・多機能化の課題：機能拡大、多

機能化による核施設の充実は、多様化する利
用者ニーズに対応し、施設の魅力を増す。反
面、予算的にも体制的にも縮小傾向がある中
での新たな機能付加は担当者のオーバーワ
ーク、管理水準の低下、本来的機能の圧迫に
つながる。当該施設の使命、機能のプライオ
リティを明確にした取り組みが必要である。 
評価の課題：博物館領域においては、存在

意義にかかわる議論と並行して評価が模索
されてきたのに対し、公園領域では実際的な
評価導入はあるものの博物館ほどの根本的
な議論にはつながっていない。適正な評価を
行うために、博物館と公園のそれぞれの使命
をあらためて整理し確認しておく必要があ
る。 
イメージの混乱：公園的名称を冠した博物

館の殆どは、屋外空間が中心で公園的な施設
として違和感はなくイメージの混乱は生じ
にくいが、公園に博物館的な名称が付ける場
合には、知的欲求を満足させられるレベルの
展示解説等がなければ来園者は失望する。さ
らに、フィールドミュージアムのように何で
もありの多様な用いられ方がされてしまう
と、共通したイメージの持ちようがなくなり、
ミュージアムや博物館という言葉の価値ま
で損なうことになりかねないと懸念される。 
 
②役割分担と連携の可能性 
 役割分担としては、環境保全機能、景観形
成機能、防災機能について、公園がこれらの
機能の実践の場（空間）であるのに対して、
博物館はこれらの機能に関しての歴史と文
化の記憶を収集、記録し、次の世代に継承し
ていく場（機関）として位置づけることがで



きる。言い換えれば、公園がこれらの機能を
享受する今の生活そのものであるのに対し
て、博物館はこれらの機能に関して歴史から
学ぶ機関なのである。このことを公園と博物
館の役割分担であるとすれば、両者の連携に
よって、歴史文化、環境、健康、平和等々、
我々共有の財産を、将来に向けてより良く伝
えていく使命を担っていくことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5)都市公園における博物館的機能の展開 
①都市公園における博物館的機能の考え方 
必要性：園内資源の保全と利活用、公園と

しての価値向上、サービス向上あるいはニー
ズ対応、普及啓発及び教育、の観点から必要。 
公園本来の機能と博物館的機能との関

係：博物館的機能導入によって、公園として
の本来の機能との相乗効果を期待できる場
合もあれば、逆にコンフリクトが生じる場合
もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目的：都市公園における博物館的機能導入

の目的は、「園内資源の保全と活用による、
公園としての価値及びサービスの向上を通
じた社会貢献」である。 
基本方針：都市公園における博物館的機能

の導入は、その目的を達成するために、博物
館との機能的相違、公園本来の機能と博物館
的機能との関係を踏まえ、以下の基本方針で
なされることを提案する。 
 博物館的機能導入にあたっては、当該公園

の位置づけ、園内資源の状況等に鑑み、社
会的使命、存在意義を明確に意識して行う。 

 園内資源の価値を確認、尊重し、持続的に
保全を図る。 

 園内資源の利活用にあたっては、資源の価
値を損なうことがないように留意すると
ともに、普及啓発及び教育によって資源の

価値を高めるよう努める。 
 博物館的機能導入にあたっては、調査研究

成果など学術的根拠を適正に反映させる。 
 地域の関係各機関等と積極的に連携する

ことによって、博物館的機能のより良い展
開を図り、協力関係の構築に努める。 

 公園はレクリエーション空間であり、博物
館的機能の導入にあたっても遊びや楽し
さ、憩い、体験や体感を重視する。 

 市民参加、ボランティアの参画については、
参加主体のレクリエーション及び生涯学
習の観点に留意する。 

 
②博物館的機能の展開方法 
展開の流れ：都市公園における博物館的機

能展開の流れを図に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開手法の体系：都市公園における博物館

的機能展開手法を、機能、手法の種類、実施
の手段の観点から整理した。 

 
   

 
 
 
 
展開手法案：展開手法案、及び関連する事

例を、自然的資源の活用、歴史文化的資源の
活用、技術資源の活用、の観点から整理した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表１ 博物館と公園の機能の特色 

 機能 博物館 公園 

博

物

館

的

機

能 

収集 
・ テーマに関連する価値ある資料の収

集 

・ 園内資源の確認 

・ 関連する資源の収集 

保存 
・ 収集資料の保存 ・ 動植物種を生息環境ごと保全 

・ 文化財等を周辺環境含めて保全 

調査研究 
目的としての調査研究 

・ 収集資料に関する学術的調査研究 

管理手段としての調査研究 

・ 園内資源に関する調査研究 

展示 
・ 収集資料の公開 

・ 収集資料に関する普及啓発 

・ 園内資源の利活用によるサービス 

・ 園内資源に関する普及啓発 

教育 
・ 教育機関としての責務 ・ 園内資源の利活用によるサービス 

・ 園内資源に関する普及啓発 

公

園

的 

機

能 

レクリエ

ーション 

手段としてのレクリエーション 

・ 楽しみながら学べる、親しみやすさの

演出 

・ 博物館への誘客 

目的としてのレクリエーション 

・ 散策、休養、娯楽、健康増進、スポ

ーツ、癒し等 

環境保全 
・ 環境保全の意義の解説 

 

・ 空間及び自然資源（緑･水･土）によ

る環境保全 

景観形成 
・ デザインによる景観の提供 

・ 景観資源の収集、調査研究、展示解説 

・ 緑地による景観の提供 

・ 四季の変化、潤いの提供 

防災 
・ 防災の歴史、記憶、知恵の蓄積と継承 ・ 避難場所、防災用品備蓄、延焼防止

など防災空間の提供 

 

 

   公園的機能 

レクリエーション 環境保全 景観形成 防 災 

博
物
館
的
機
能 

収集 ○収集への市民参加によ

る知的レクリエーション 

○資源の評価・収

集 

○景観資源の評

価・収集 

○防災の記憶の

収集 

保存 ●オーバーユース ○空間及び自然

資源（緑･水･土）

による環境保全 

●オーバーユース 

○景観資源の保存 

●オーバーユース 

○防災の記憶と

知恵の保存 

調査 

研究 

●調査研究のレベルの確

保 

○モニタリング ○モニタリング ○地域防災の拠

点化に関する調

査研究 

展示 ○知的レクリエーション

の提供 

●展示教育レベルの確保 

○環境教育、普及

啓発 

○景観の実物を展

示物として提供 

○景観教育 

○防災の記憶・

知恵の継承 
教育 

表２ 機能間の相乗効果及びコンフリクト 

博物館的機能 手法の種類 実施の手段 

収集 

保存 

調査研究 

展示 

教育 

施設 

印刷物 

人によるガイド 

プログラム 

デジタルコンテンツ 

その他 

直営 

連携 ：博物館、学校、地域、研究機関、 

    企業、NPO、その他 

市民参加 

ボランティア 

その他 

 

表３ 博物館的機能展開手法の構成 

図２ 博物館的機能展開の流れ 

表４ 展開手法案の整理シート 

事例名 事例名（実施主体、所在地） 

博物館的機能の種類 「収集」、「保存」、「調査研究」、「展示」、「教育」から選択して記載 

手法の種類 施設（常設 or 仮設、屋内 or 屋外など）、印刷物、パネル、人によるガイ

ド、プログラム、デジタルコンテンツ、などの種類を記載 

実施の手段 単独直営 or 連携（連携先）、市民参加、ボランティア、などの種類を記載 

概要： 

（実施の経緯、実施内容、実施体制、経費、スケジュール、特色、成果、課題などを記載） 

（図表、写真等適宜） 

出典 現地調査、ヒアリング、文献調査など情報入手方法を記載 

 



主な展開手法案：「地域固有種の保全・育
成・活用によるみどり文化の継承」「花景観
による花卉園芸文化の展示」「参加型モニタ
リング」「あの時代の生活体験」「公園テクニ
カルツアー」「防災シュミレーションツアー」 
 
(6)今後の研究課題 
 公園における博物館的機能の展開は、基本
的に園内資源の保全と利活用であるが、資源
のオーバーユースと、調査研究及び展示教育
におけるレベルの確保が課題であることが
明らかになった。レベルの確保については、
博物館等他機関との連携によって克服可能
と考えられるが、オーバーユース及びアンダ
ーユースの問題、あるいは利用の過度な季節
的偏りは、資源の持続可能性に影響を及ぼす 
た懸念がある。今後、園内資源の利用最適化
による持続可能性の追求が求められる。 
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